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ま
ち
の
話
題

　

5
月
16
日
、
文
化
会
館
で
行
政
懇
談
会
を

開
催
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
町
内
全
22
地
区
の
自
治

会
長
と
米
本
町
長
を
は
じ
め
議
長
、
町
執
行

部
が
出
席
し
、
意
見
交
換
を
行
う
場
と
し
て

開
催
し
て
い
る
。

　

は
じ
め
に
町
か
ら
、
和
木
地
区
「
ゾ
ー
ン

30
」、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
完
成
、
下
水

道
圧
送
管
破
損
事
故
、「
大
竹
和
木
か
わ
ま

ち
づ
く
り
計
画
」
の
登
録
、
和
木
小
学
校
外

構
整
備
工
事
等
の
完
成
の
5
項
目
に
つ
い
て

の
行
政
報
告
を
し
、
続
い
て
平
成
26
年
度
予

算
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
自
治
会
運
営
に
つ
い

て
や
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
想
定
を
踏
ま
え

た
防
災
対
策
に
つ
い
て
な
ど
、
自
治
会
長
と

町
執
行
部
が
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
た
。

行
政
懇
談
会

ま
ち
の
話
題

自
治
会
長
に
感
謝
状

ま
ち
の
話
題

　

元
和
木
町
議
会
議
員
の
亀
谷
三
治
さ
ん

（
和
木
2
丁
目
）
が
、
高
齢
者
叙
勲
（
旭
日

單
光
章
）
を
受
章
さ
れ
、
5
月
7
日
に
米
本

町
長
か
ら
伝
達
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

亀
谷
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
か
ら
平
成
11
年

ま
で
の
4
期
16
年
に
わ
た
り
町
議
会
議
員
と

し
て
在
職
し
、
総
務
常
任
委
員
長
な
ど
を

歴
任
し
円
滑
な
議
会
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
教
育
文
化
の
向
上
、
福
祉
の
充
実

な
ど
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
も
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
受
章
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

亀
谷
三
治
さ
ん　

旭
日
單
光
章
を
受
章

ま
ち
の
話
題

　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
活
動
強

化
週
間
中
の
5
月
13
日
、
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
（
森
田
眞
須
美
会
長
）
が
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
わ
き
あ
い
あ
い
苑
」
の
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
は
主
に
施
設
内
の
窓
や
棚
の
水

拭
き
や
隅
に
溜
ま
っ
た
埃
を
丁
寧
に
ふ
き
と

り
、
男
性
委
員
は
、
庭
一
面
に
生
え
た
雑
草

を
丁
寧
に
刈
り
取
る
な
ど
、
皆
さ
ん
は
大
変

熱
心
に
作
業
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

約
2
時
間
の
作
業
で
苑
内
は
見
違
え
る
ほ

ど
美
し
く
な
り
、
入
所
者
も
快
適
に
過
ご
さ

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

あ
い
あ
い
苑
で
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

長
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
を
務
め
、
退
任

さ
れ
た
明
本
收
二
さ
ん
（
瀬
田
1
丁
目
自
治

会
）
に
、
米
本
町
長
お
よ
び
大
友
自
治
会
連

合
会
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
次
の
7
名
の
方
が
新
た
に
自
治
会

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
新
自
治
会
長
】（
敬
称
略
）

宗
正
隆
司
（
大
谷
自
治
会
）

龍
永
亮
彦
（
瀬
田
1
丁
目
自
治
会
）

木
坂
高
明
（
つ
つ
じ
ヶ
丘
自
治
会
）

森
脇
亮
祐
（
蜂
ヶ
峯
自
治
会
）

村
本
俊
則
（
上
組
自
治
会
）

中
村
友
和
（
三
井
化
学
和
木
社
宅
自
治
会
）

村
本
久
雄
（
中
灰
場
自
治
会
）

明本收二さん
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JX 日鉱日石エネルギー麻里布製油所  上田所長（左）

三井化学岩国大竹工場  永松工場長（左）

ま
ち
の
話
題

　

5
月
の
「
求
人
確
保
促
進
月
間
」
に
際
し
、

町
内
の
5
事
業
所
を
米
本
町
長
が
訪
問
し
、

　

和
木
町
文
化
協
会
所
属
の
「
は
っ
ち
弦
楽

合
奏
団
」
の
メ
ン
バ
ー
で
、
プ
ロ
の
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
を
目
指
す
森
脇
恵
厘
花
さ
ん

（
和
木
小
6
年
）
が
、
文
化
会
館
で
ソ
ロ
デ

ビ
ュ
ー
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
き
、
夢
の
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。

　

彼
女
の
夢
は
、
世
界
の
舞
台
に
羽
ば
た
き

活
躍
す
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
。

　

心
の
中
で
は
、
夢
を
叶
え
る
た
め
の
プ
ラ

ン
を
す
で
に
立
て
て
お
り
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
レ
ッ
ス
ン
だ
け
で
な
く
、
英
会
話
や
進
学

先
の
検
討
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

新
規
卒
業
者
や
未
就
職
卒
業
者
の
採
用
等
を

要
請
し
ま
し
た
。
継
続
し
た
要
請
活
動
と
事

業
所
の
配
慮
の
結
果
、
新
規
採
用
者
や
採
用

見
込
者
数
は
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

5
月
11
日
、
町
内
全
域
で
「
町
内
一
斉
清

掃
」
が
行
わ
れ
、
朝
早
く
か
ら
地
域
の
環
境

美
化
に
多
く
の
住
民
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

町
内
の
公
園
や
広
場
、
集
会
所
、
街
路
、

水
路
な
ど
の
雑
草
や
ご
み
、
泥
な
ど
2
ｔ
ト

ラ
ッ
ク
35
台
分
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
今
後
も
和
木
町
の
環
境
美
化
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
元
で
の
就
職
機
会
確
保
を
呼
び
か
け

ま
ち
の
話
題

森
脇
さ
ん
が
デ
ビ
ュ
ー
公
演

ま
ち
の
話
題

町
内
一
斉
清
掃

え

り

か

　

リ
サ
イ
タ
ル
で
は
、
専
門
家
も
認
め
る
実

力
と
努
力
の
積
み
重
ね
を
発
揮
し
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
や
バ
ッ
ハ
の
曲
を
披
露
し
た
。

　

小
柄
な
体
な
が
ら
、
彼
女
が
奏
で
る
美
し

い
音
色
と
ホ
ー
ル
内
に
響
き
渡
る
音
量
は
、

大
物
感
を
漂
わ
せ
、
き
っ
と
夢
を
叶
え
る
こ

と
だ
ろ
う
。
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1申請書
給付金の対象となる人や対象の世帯には７月上旬に送付予定です。
※申請先は平成２６年１月１日時点で住民票がある市町村です。

2 申請書
を提出

申請書の記入、必要書類の添付が終わったら、申請期間内に役場へ
郵送するか、役場の窓口に直接提出してください。

○受け取ることができるのはどちらか１つの給付金です。
○臨時福祉給付金については、加算措置があります。老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族
基礎年金、児童扶養手当、特別児童扶養手当、障害児福祉手当、特別障害者手当、経過
的福祉手当、原爆被爆者諸手当などの受給者が対象となります。

3給付金を受給
支給要件を満たした人は、申請書に記載した指定口座に入金されます。
※口座を持っていない方などは、市町村の窓口で受け取ることができます。

申 請 方 法

ご 注 意

申請方法に関するお問い合わせ 和木町役場　
　臨時福祉給付金：保健福祉課　☎52－2195
　子育て世帯臨時特例給付金：住民サービス課　☎52－2194

制度に関するお問い合わせ 厚生労働省 ホームページ

２つの給付金専用ダイヤル　0 5 7 0 - 0 3 7 - 1 9 2
み な いいきゅうふ　 ２つの給付金

お知らせします。２つの給付金

3



防災行政無線を用いた緊急地震速報の訓練放送防災行政無線を用いた緊急地震速報の訓練放送
放送実施日　６月５日（木）１０時１５分頃

　６月５日は全国一斉に「緊急地震速報を受信した際の行動訓練」が行われます。和木町では、防災行
政無線による訓練放送を行いますので、それぞれの場所で身の安全を守る行動を実践してみましょう。

訓練放送の内容

①「こちらは、防災和木町です。只今から訓練放送を行います。」

②｛〈緊急地震速報チャイム音〉＋「緊急地震速報。大地震です。これは訓練放送です。」｝×３回

③「こちらは、防災和木町です。これで、訓練放送を終わります。」

※緊急地震速報は「和木町の予測震度が５弱以上になると想定される」ときに放送されます。ただし、
震源が近い地震では、速報が間に合わないため、地震情報を受信してから１０秒以内に揺れが到達す
る場合は、放送をしない設定となっています。

おおじしん

身の安全を守る行動　安全行動
　　　１、２、３を実践しましょう！
防災行政無線が聞こえたら

問合せ　企画総務課　☎５２－２１３６

　

火
災
等
の
災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
、

大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
に
は
、

消
防
団
の
果
た
す
役
割
は
特
に
大
き

く
、
地
域
防
災
の
中
核
と
し
て
そ
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

と
住
民
の
皆
さ
ん
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
若
い
皆
さ
ん
の
消
防
団
へ
の
参
加

が
不
可
欠
で
す
。
あ
な
た
も
消
防
団

員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
地
域
を
愛
す

る
多
く
の
人
々
の
、
消
防
団
へ
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
団
の
条
件

◎
和
木
町
に
居
住
し
、
年
齢
が
18
歳

以
上
の
人
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

◎
心
身
と
も
に
健
康
な
人

消
防
団
員
の
処
遇

◎
年
間
一
定
額
の
報
酬
額
が
支
給
さ

れ
る
と
と
も
に
、
災
害
や
訓
練
等

に
出
動
し
た
場
合
に
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
ま
た
5
年
以
上
勤
務

し
退
団
し
た
場
合
に
は
退
職
報
奨

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
公
務
災
害
補
償
（
消
防
団
活
動
中
、

負
傷
に
あ
っ
た
場
合
の
補
償
制
度

が
あ
り
ま
す
）

◎
被
服
の
貸
与
（
消
防
団
活
動
に
必

要
な
制
服
な
ど
が
貸
与
さ
れ
ま
す
）

◎
表
彰
制
度
（
職
務
に
あ
た
っ
て
功

労
、
功
績
が
あ
っ
た
場
合
は
表
彰

さ
れ
ま
す
）

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課　

消
防
係

（
☎
52
ー
2
1
3
6　

内
線
3
0
7
）

和
木
町
消
防
団
員
募
集
中
！

姿勢を低くして
（しゃがむ）① 体や頭を守って

（かくれる）② 揺れが収まるまで
じっとする（まつ）③
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　５月１９日に、本年度１回目の社会教育委員会議が開
催され、各主管より年間計画の説明等があり、活動方針
等の確認がされました。
　今年度は、「地域協育ネット」の周知・拡大を目指して、
まちづくりに携わる方々や組織、あるいは、それぞれの
取組の「つながり」を大切に、各事業に取り組んでいき
たいと思います。

議　長　沖　道明
副議長　西田敏子
委　員　川畑　博子、清水　宏美、髙橋由美子
　　　　福村　正樹、濵本　満登、石角　仁士
　　　　弓立　洋二、山本　修二、吉田　浅美
　　　　小倉　常雄、湯浅　正行、田尾　　勲
　　　　山下　一雄

第１回社会教育委員会議
　
「
わ
き
あ
い
キ
ッ
ズ
」
は
、
主
に

小
学
生
を
対
象
に
、
放
課
後
や
休
日

の
居
場
所
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験
し
、
仲
間
や

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
活
動
で
す
。

　

今
年
度
は
約
60
名
が
登
録
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
5
月
10
日
、
17
日
に
は
ス
ポ
ー

ツ
体
験（
サ
ッ
カ
ー
）、
14
日
に
は
外
・

昔
あ
そ
び
が
始
ま
り
ま
し
た
。
順
次
、

写
真
に
て
活
動
の
様
子
を
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
「
わ
き
あ
い
キ
ッ
ズ
」

　

5
月
24
日
に
、
和
木
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
（
吉
田
浅
美
会
長
）
が
、
小
学
校
5
・
6
年

生
の
児
童
を
対
象
に
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
次
の
内
容
で
し
た
。

①「
食
べ
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！
」

　

講
師
：
管
理
栄
養
士　

山
西
ま
ゆ
み
先
生

②「
み
ん
な
で
作
っ
て
お
い
し
い
食
事
！
」

　

講
師
：
和
木
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の

　
　
　
　

皆
さ
ん

③
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
化
石
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」

　

講
師
：
山
口
県
立
博
物
館

　
　
　
　

藤
田
洋
一
先
生
、
俵
俊
英
先
生

　

さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
通
じ
て
学
ん

だ
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
心
構
え
を
、

学
校
や
地
域
で
発

揮
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま

す
。

町
子
連
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修

435
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伊藤比呂美著
沙木とも子著
石川緑著
北村薫著
青山七恵著
藤田宜永著
山本一力著

角田光代著
永六輔著
東野圭吾著

杉田比呂美作・絵
平田昌文　野村たかあき絵

加藤晶子作・絵
斉藤洋作　田中六大絵

澤口たまみ文　あずみ虫絵
手島圭三郎作・絵

二宮由紀子作　あべ弘士絵

そうまこうへい作　タムラフキコ絵

林木林作・西村敏雄絵

松橋利光写真　池田菜津美文

○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

＜CD＞
☆TAPESTRY OF SONGS/ アンジェラ・アキ
☆THE BEST/ 加藤ミリヤ×清水翔太
☆one Sexy Zone/Sexy Zone
☆ラブストリー /back number
☆HUMAN/ 福山雅治
☆New Horizon/ 松本孝弘
☆起承転結 13/ 松山千春
☆あの‥旅の途中なんですケド。/遊助
☆アイドル・ドラマ・ヒッツ
☆Ｖ－ＡＮＩＭＥ

＜一般書＞
『木霊草霊』　
『そこはかさん』　
『常夜』　
『八月の六日間』　　
『風』　
『女系の総督』　
『戌亥の追風』　

『平凡』　　
『大晩年』　
『虚ろな十字架』

＜児童書・絵本＞
『１２にんのいちにち』　
『あめふりうります』　
『てがみぼうやのゆくところ』　
『じてんしゃにのろう』　
『いもむしってね…』　
『かしこくいきるしまりす』　
『コロッケくんのぼうけん』　

『のっぺらぼうのおじさん』　

『ふたごのたこたこウィンナー』　

『飼育員さんおしえて！パンダのひみつ』

6月の休館日
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29 30
2827
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11

19 20 21
22

18
14

21

日　時　６月２１日（土）
　　　　１０時３０分～１１時
　　　　おはなし会サークル
　　　　　　　　　「ゆびとま」
場　所　図書館おはなしの部屋
問合せ　図書館（☎５４－０２２２）

お は な し 会

日　時　６月７日（土）

　　　　９時３０分～１２時
場　所　保健相談センター
　図書館やお話会サークル「ゆ
びとま」も参加します♪
・お話会や絵本の紹介
・絵本や育児書の閲覧コーナー
・じゃばら絵本作りコーナー
ぜひお越しください☆

いつもお世話になっている

おとうさん、おかあさんに

感謝しながら手にとって読

んでみてください♪

おとうさんと
おかあさんの絵本展
６月15日まで開催

6



わくわくルーム（わくわくタイム）
　保健相談センターの講堂を親子ふれあいの場として
開放しています。広い部屋で思う存分子どもさんが遊
んだり、保護者同士が交流する場として、ご利用くだ
さい。
　日　時▶毎週木曜日　　　１０時～１５時
　　　　　（わくわくタイム　１０時～１１時４５分）
　　　　　※注意　6/19（木）はお休みです。
　場　所▶保健相談センター

　わくわくタイムは地域子育て支援センターの保育士
がいる時間帯です。季節にあわせた手遊び、リズム遊
びを一緒に楽しみませんか？

うきうき広場
　保育所の所庭を開放します。小さい子どもさん向
けの遊具が充実しています。
　日　時▶毎週火・金曜日１１時～１２時（雨天中止）
　場　所▶和木保育所（所庭を開放します）

　赤ちゃんから、幼稚園に入園前までのお子さ
ん対象の事業、イベント情報を集めた情報紙、「和
木町子育てねっと」を刊行しました。
　この情報紙は、偶数月に発行予定です。和木
町役場、保健相談センター、図書館、医療機関（木
村医院・中村クリニック）、金融機関（山口銀行
和木支店・和木郵便局）、マルキュウ和木店に置
かせていただいています。和木町ホームページ
にも掲載しておりますので、ご覧ください。
　町ぐるみで、子育てを応援していきます。

　無料口腔健診及び相談を実施します。
実施日▶６月４日（水）～６月１０日（火）
　　　　（日曜日は除く）
場　所▶山口県下の山口県歯科医師会会員の歯

科医院　（事前に電話でお申し込みくだ
さい）

対象者▶山口県民
料　金▶無料
問合せ▶公益社団法人　山口県歯科医師会
　　　　（☎０８３－９２８－８０２０）　　
　会員診療所はＨＰ（http://www.ygda.or.jp）
から検索できます。

歯の衛生週間

母推さんから一口メモ

〜 歯・口腔の健康は健診から 〜

お知らせお知らせお知らせ
スックちゃん

６月の行事（わくわくタイム）
　６月　５日　作ってあそぼ
　　　１２日　誕生日会
　　　２６日　発育測定

「和木町子育てねっと」の
刊行について

地域子育て支援センターを
次のとおり実施しています
地域子育て支援センターを
次のとおり実施しています

～ 子育て中のパパ、ママへ ～

「いろいろな遊びや活動を
　子どもと一緒に体験しましょう」

　身近な自然とふれあい、命の大切さや自然のすば
らしさなどを子どもと一緒に感じましょう

（和木町母子保健推進協議会）

7



おとなのための

骨密度測定会

シールラリー

豪華景品も
あるよ

地域子育て支援センター）地域子育て支援センター）

みんなで盛り
上げよう♡

和木町の子育て

　身長・体重の測定や保健師・
栄養士による相談会を行いま
す。お気軽にご利用下さい。

日　時▶６月２６日（木）
　　　　１３時３０分～１５時 
　　　　受付
場　所▶保健相談センター
　　　　（☎５２－７２９０）

すくすく計測相談会

　子育てサロン「たんぽぽ」では親同士、子ども同士のコミュニケーショ
ンのための場所を提供しています。
日　時▶６月１７日（火）
　　　　１０時～１１時３０分
　　　　※毎月第３火曜日
対　象▶乳幼児
　　　　（幼稚園に入園前まで）
場　所▶和木２丁目集会所
　　　　（山の手集会所）
参加費▶１家族１００円
問合せ▶社会福祉協議会（☎５２－８６４４）
■訂正とお詫び
　広報わき５月号で子育てサロン「たんぽぽ」の日時「５月20日」を「５月13日」と
誤って表記していました。訂正しお詫びいたします。

子育てサロン
　　　「たんぽぽ」

親子で遊び、交流して
みませんか？
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士士

■■■■■■■■■■■■■■■■■■

①ピラティス編
日　時▶６月１３日（金）１３時３０分～１５時
場　所▶保健相談センター 講堂
準　備▶動きやすい服装・室内シューズ・タオル・飲み物
申込み▶６月１１日（水）まで（定員１５名）
内　容▶からだの軸を意識しながらの運動

②アロマテラピー
日　時▶６月２７日（金）１０時～１１時３０分
場　所▶保健相談センター 講堂
準　備▶エプロン・ふきん・材料費５００円
申込み▶６月２０日（金）まで（定員１５名）
内　容▶ハーブを使った料理

問合せ▶①・②共に保健相談センター
 （☎５２－７２９０）まで

元気アップ教室

総合健診の申込みをされた方へ
　総合健診を申込みされた方には、受診票セット
をお配りしました。必ず開封して、内容を確認し
てください。指定の受付日時を確認し、都合が合
わない場合は、保健相談センター（☎５２－７２９０）
まで変更の連絡をして下さい。

　６月１６日（月）～２５日（水）の健診期間内は、
健診車（バス）が３台駐車します。保健相談セン
ター付近には駐車ができません。ご迷惑をおかけ
しますが、ご協力をお願いいたします。

●作り方
①下準備
豚肉…塩・こしょうで味をつける。
チーズ…豚肉の枚数分に切る。
ⓐ…溶きほぐしておく

②チーズを豚肉で包み折る
豚肉を広げて、チーズをのせる。チーズを覆うように
豚肉を半分に折る。(小さいものは２枚を重ねる)
小麦粉をまぶし、余分な小麦粉をはたく。

③フライパンで焼く
テフロン加工のフライパンを熱し、油をひく。ⓐにく
ぐらせた②を入れて、両面をよく焼く。蓋をして、火
を弱くし、肉に火をとおす。残ったⓐも流しいれて、
からめる。

（１人分エネルギー　２８１キロカロリー）

豚肉は、ビタミンＢ群やアミノ酸をバランスよ
く含み、吸収率の良いたんぱく質源です。大葉
をはさんでも、さわやかでおいしいです。

　（和木町食生活改善推進協議会　１班）

豚もも肉（スライス）……280g
塩……………………小さじ1/6
こしょう…………………少々
スライスチーズ…………４枚
小麦粉……………大さじ2～3
油………………………小さじ2
　　 卵（Ｓ～Ｍ玉）………2個
　　 塩……………小さじ1/6

チーズ入り豚肉ピカタ（材料４人分）

6月

ⓐ
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　昨年、全国的に大流行した風しんは、妊婦、特に妊娠初期の女性が感染すると赤ちゃんに先天性心疾患、
難聴、白内障などの障害が起こる可能性があります。「風しん」に対して十分な免疫があるかどうかは、抗
体検査で確認できます。風しんに「かからない」ためにも、「うつさない」ためにも、風しん抗体が十分か
どうかを知って、女性が安心して妊娠、出産に臨める環境づくりをしましょう。
　山口県では、無料の抗体検査事業を行っていますので、ぜひご利用ください。

【風しん抗体検査事業の内容】
①対象者
　・妊娠を希望する女性（妊婦は対象外）
　・妊娠を希望する女性及び妊娠中の女性の配偶者（パートナーを含む）
　※予防接種歴がある人、既往歴がある人は除く
②回数 1回（ただし、過去に抗体検査を受けたことがある人は除く）
③実施機関 山口県内医療機関（一部利用できない医療機関があります。事前に問い合わせください）
④費用 無料
⑤実施期間　平成２７年３月３１日（火）まで
⑥その他　抗体検査の結果、「抗体価が低い」と判断された人は、主治医と相談の上、予防接種（任意・有料）

を受けることをお勧めします。

<問い合わせ先>　山口県岩国健康福祉センター（☎２９－１５２１）

風しん（三日ばしか）抗体検査について風しん（三日ばしか）抗体検査について風しん（三日ばしか）抗体検査について

　「抗体価が低い」と判断された方への風しん予防接種費用を助成する和木町の制度
があります。
　また、県の事業では対象とならない方（配偶者以外の同居家族）への抗体検査
等を助成する制度があります。事前の申請が必要ですので、和木町保健相談センター
（☎52-7290）まで、お問い合わせください。

　町内の満75歳以上の方を対象に、肺炎球菌ワクチン接種料を助成します。
・対象者：以下、①～③すべてに該当する人
　①和木町に住民票がある満75歳以上の人
　②過去５年間､本助成制度による接種を受けたことがない人
　③肺炎球菌ワクチンについて医療保険適応のない人
・助成額の上限：３，０００円
　※助成額を超える部分の接種料は自己負担
・申込み：保健相談センターに備え付けてある申請書（ホームページからも
ダウンロード可）に記入し、提出してください。一週間程度のち、助成券
と実施医療機関一覧表を送付します。接種の際は事前に医療機関に連絡し、助成券及び健康保険証を持参
の上接種を受けてください。
・実施医療機関（町内）：木村医院・中村クリニック　
　※町外の医療機関については、助成券と一緒に送付する実施医療機関一覧表をご覧ください。
＜注意事項＞
・助成券を使っても無料にはなりません。
・助成を受けるためには、接種前に申請手続きが必要です。
問合せ▶保健相談センター（☎５２－７２９０）

高齢者肺炎球菌ワクチン接種料助成事業
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国保被保険者の方へ

入院される場合は、ご連絡ください
国民健康保険加入者が医療機関に入院される場合
・「限度額適用（標準負担額減額）認定証」を発
行します。
・認定証を提示することで、医療費については高
額療養費の適用区分に応じた自己負担限度額ま
での支払いですみます。
・住民税非課税世帯の人は、食事代（食事療養
費）も軽減されます。
・７０歳以上で課税世帯の人は、高齢受給者証の
提示で、限度額までの負担ですむため、認定証
はありません。（非課税世帯の方は、食事代の
軽減があります）
　申請が必要ですので、利用される場合は、必ず
保健福祉課へご連絡ください。
　ただし、国民健康保険料の滞納がある世帯の人
へは、お渡しできない場合がありますのでご注意
ください。

交通事故などで治療を受けるときは届出が必
要です。
　交通事故など、第三者の行為によってケガをし
た場合でも、保健福祉課へ届け出ることにより、
国民健康保険を使って治療を受けることはでき
ます。
　その場合、本来は加害者が治療費を負担するも
の（自賠責保険など）ですので、国民健康保険が一
時的に立替払いをし、後日、加害者に請求します。
　交通事故などにあわれたときは、必ず保健福祉
課に連絡し、届け出をしてください。
　また、示談を結んでしまうと、給付費を返還し
ていただく場合などもあります。示談の前に必ず
保健福祉課にご連絡、届け出をお願いします。
届出時に必要なもの
○被保険者証
○印鑑
○交通事故証明書（人身事故のもの）

問合せ　保健福祉課（☎５２－２１９５）

年金に関するお知らせ

■国民年金保険料は納付期限までに納めましょう
　平成２６年４月分から平成２７年３月分までの国民年金保険料は、月額１５，２５０円です。保険料は、日
本年金機構から送られる納付書により、金融機関・郵便局・コンビニで納めることができます。また、クレジッ
トカードによる納付やインターネット等を利用しての納付、便利でお得な口座振替もあります。
　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに納付が無い場
合は、延滞金が課されるだけではなく、※納付義務者の財産を差し押さえることがありますので、早めの
納付をお願いします。
※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主になります。

■国民年金保険料免除等の申請について
　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族
基礎年金が受けられなくなる場合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付免除・猶予となる「保
険料免除制度」や「若年者（３０歳未満）納付猶予制度」があります。
　平成２６年度の免除等の受付は７月１日から開始され、平成２６年７月分から平成２７年６月分までの期
間を対象として審査をおこないます。
　また、今年４月から法律が改正されて、２年１ヵ月前の月分まで遡及して免除申請をすることができます。
失業に伴う退職をした場合には、「特例免除制度」があり、退職した配偶者または本人の所得の状況を除外
して審査が行われるので、所得制限額が低くなります。

問合せ　岩国年金事務所（☎24－２２２２）・ 保健福祉課（☎52－２１９５）
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政
に
対
す
る

苦
情
や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か

ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

日　

時
▼
6
月
19
日
㈭　

10
時
〜
12
時

場
所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
8

時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場

所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

主　

催
▼
あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　
　
　

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　
　
　

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　
　
　

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日　

時
▼
6
月
13
日
㈮　

9
時
〜
12
時

会　

場
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
集
会
室

※
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

行
政
書
士　

用
皆
光
康

（
☎
0
9
0
ー
3
3
7
5
ー
1
1
5
2
）

　

和
木
町
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど

で
困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な

る
な
ど
、
お
子
様
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ

い
て
お
応
え
す
る
た
め
に
、
臨
床
心
理
士

に
よ
る
面
接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
6
月
12
日
㈭　

14
時
〜
17
時

場　

所
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

対　

象
▼
幼
児
、
小
、
中
学
生
及
び
そ
の

保
護
者
、
幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員

※
前
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
時
間
▼
8
時
30
分
〜
16
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ
▼
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

（
☎
0
1
2
0
ー
81
ー
7
8
3
0
）

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
し
、
山
口
県

や
和
木
町
が
行
う
災
害
対
策
充
実
の
た
め
、

本
年
度
か
ら
10
年
間
、
町
・
県
民
税
均
等

割
を
そ
れ
ぞ
れ
5
0
0
円
ず
つ
増
税
し
ま

す
。

◎
改
正
後
の
個
人
町
民
税　

3
，
5
0
0
円

　
　
　
　
　

個
人
県
民
税　

2
，
0
0
0
円

　

平
成
26
年
度
の
第
1
期
の
普
通
徴
収
（
会

社
や
事
業
所
な
ど
で
給
与
天
引
き
、
ま
た

は
年
金
か
ら
の
天
引
き
等
を
受
け
ず
、
直

接
、
窓
口
納
入
や
、
口
座
振
替
で
納
入
す

る
こ
と
）
の
納
期
限
は
6
月
30
日
で
す
。

※
個
人
県
民
税
に
は
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く

り
県
民
税
5
0
0
円
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

問
合
せ
▼
税
務
課
住
民
税
係

（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

　

次
の
３
事
業
所
に
相
談
業
務
を
委
託
し
、

障
害
者
相
談
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
▼
身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
精
神

障
害
の
あ
る
方
及
び
そ
の
家
族
。（
発
達

障
害
、
高
次
脳
機
能
障
害
も
含
み
ま
す
）

相
談
内
容
▼
仕
事
の
こ
と
、
経
済
的
な
こ

と
、
将
来
の
こ
と
、
福
祉
制
度
や
サ
ー

ビ
ス
の
こ
と
な
ど
、
普
段
の
生
活
の
中

で
の
不
安
や
悩
み
、
困
っ
て
い
る
こ
と

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
と

い
っ
た
相
談
も
可
能
で
す
。

●
主
に
身
体
障
害

　

岩
国
市
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

岩
国
市
岩
国
4
ー
2
ー
20

　

☎
43
ー
2
3
9
9　
　

44
ー
0
0
3
1

　

月
〜
金　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

●
主
に
精
神
障
害

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

　

岩
国
市
横
山
1
ー
12
ー
51

　

☎
44
ー
3
2
4
4　
　

44
ー
3
2
4
5

　

火
〜
土　

9
時
〜
18
時

●
主
に
知
的
障
害

　

障
害
者
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
し
ら
か
ば

　

岩
国
市
室
の
木
3
ー
1
ー
74

　

☎
21
ー
8
7
5
0　
　

28
ー
2
8
6
1

　

月
〜
金　

8
時
15
分
〜
17
時

※
全
事
業
所
と
も
、
日
曜
・
祝
日
及
び
年

末
年
始
は
休
み
。
土
曜
日
は
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
の
み
開
所
。

相
談
支
援
事
業
に
関
す
る
問
合
せ
▼

　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど
の
被
害

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
木
造
住
宅
耐
震

診
断
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

対　

象
▼
町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
昭
和
56

年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
一
戸

建
て
の
木
造
住
宅

条　

件
▼
所
有
者
が
町
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
な
ど
（
詳
し
く
は
、
事
前
に
確
認

を
し
て
く
だ
さ
い
）

（
募
集
の
概
要
）

◆
無
料
耐
震
診
断

　

募
集
戸
数
▼
5
戸

※
申
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な

り
ま
す
。

　

募
集
期
間
▼
6
月
2
日
㈪
〜
9
月
30
日
㈫

※
診
断
を
実
施
で
き
る
の
は
10
月
以
降
と

な
り
ま
す
。

◆
耐
震
改
修

募
集
戸
数
▼
2
戸

募
集
期
間
▼
6
月
2
日
㈪
〜
9
月
30
日
㈫

　

補
助
限
度
額
▼
60
万
円

※
耐
震
改
修
を
行
う
た
め
に
は
、
事
前
に

耐
震
診
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課　

管
理
係

（
☎
52
ー
2
1
9
7
）
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和
木
町
生
活
改
善
実
行
グ
ル
ー
プ
朝
市

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査

　

こ
の
制
度
は
、
次
に
該
当
さ
れ
る
人
の

医
療
費
の
個
人
負
担
分
を
公
費
（
県
・
町
）

で
負
担
す
る
も
の
で
、
対
象
と
な
る
人
の

申
請
に
よ
り
手
続
き
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
対
象
者
】

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
1
級
か
ら
3
級
所

持
者

・
国
民
年
金
法
で
定
め
ら
れ
た
、
1
級
に

該
当
す
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
人

・
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ａ
（
重
度
）

に
該
当
す
る
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
に
該

当
す
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
人

（
公
営
の
施
設
入
所
者
、
生
活
保
護
法
に

よ
る
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
に
属
す

る
人
、
原
子
爆
弾
被
害
者
援
護
法
に
よ

る
、
一
般
疾
病
医
療
費
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
）

※
所
得
制
限
に
よ
り
該
当
し
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

【
更
新
時
期
】

　

6
月
10
日
㈫
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　

7
月
1
日
以
降
は
新
し
い
受
給
者
証
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
該
当
し
て
い
る
人
に
は
、
申
請

用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

※
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
人
で
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
人
は
保
健
福
祉
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は

６
月
27
日
ま
で
に

　

こ
の
届
は
、
前
年
の
所
得
の
状
況
と
6

月
１
日
現
在
の
養
育
の
状
況
な
ど
を
調
査

し
、
引
き
続
き
児
童
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
か
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
に
は

個
別
に
現
況
届
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
次

の
必
要
書
類
を
添
え
、
早
め
に
住
民
サ
ー

ビ
ス
課
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、
受
給
資
格

が
あ
っ
て
も
6
月
以
降
の
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

●
必
要
書
類

1
児
童
手
当
現
況
届
（
必
要
事
項
を
記
入
・

訂
正
し
て
く
だ
さ
い
）

2
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
（
厚
生

年
金
等
加
入
者
）

3
平
成
26
年
度
（
平
成
25
年
分
）
所
得
証

明
書
（
平
成
26
年
1
月
1
日
時
点
で
和

木
町
に
住
所
の
な
か
っ
た
人
）

※
平
成
26
年
1
月
1
日
時
点
で
住
民
登
録

を
し
て
い
た
市
区
町
村
発
行
の
も
の

4
印
鑑

5
養
育
し
て
い
る
児
童
と
別
居
し
て
い
る

場
合
は
、
そ
の
児
童
の
属
す
る
世
帯
全

員
の
住
民
票
謄
本
及
び
別
居
監
護
申
立

書
（
申
立
書
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
）

提
出
期
限
▼
6
月
27
日
㈮

問
合
せ
▼

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
こ
ど
も
担
当
室

（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

日　

時
▼
7
月
8
日
㈫　

9
時
〜

場　

所
▼

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
広
場

内　

容
▼
新
鮮
な
野
菜
の
販
売
で
す
。
皆
さ

ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
会
員
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
ご
き
ぶ
り
団
子
の
無
料
配
布
（
数

量
限
定
）
を
行
う
予
定
で
す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

　

山
口
県
内
、
ま
た
市
町
別
の
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
実
態
を
調
査
す
る
た
め
に
、「
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
」
を
行

い
ま
す
。
調
査
票
が
ご
自
宅
に
届
い
た
際
に

は
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象
▼

　

山
口
県
内
に
在
住
す
る
20
〜
79
歳

　

１
市
町　

1
，
0
0
0
人

提
出
期
限
▼
7
月
24
日
㈭

問
合
せ
▼

　

山
口
県
健
康
福
祉
部
健
康
増
進
課

（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
2
9
5
0
）

　

ま
た
は
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
7
2
9
0
）

会
員
を
募
集
し
ま
す

　

和
木
町
に
住
む
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の

人
で
、
男
女
を
問
わ
ず
働
く
意
欲
と
能
力
の

あ
る
健
康
な
人
な
ら
会
員
に
な
れ
ま
す
。

主
な
仕
事
内
容
▼

●
公
園
・
家
庭
の
草
刈
り
・
植
木
剪
定

●
家
庭
の
粗
大
ご
み
・
埋
立
ご
み
の
運
搬

●
美
術
館
の
受
付
業
務

●
事
務
所
ト
イ
レ
の
清
掃

●
障
子
・
襖
・
網
戸
の
張
替　
　
　

な
ど

※
入
会
前
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

制
度
と
仕
事
の
進
め
方
を
説
明
し
ま
す
。

※
入
会
に
際
し
、年
会
費
4
，0
0
0
円
（
損

害
・
障
害
保
険
料
）
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

お
仕
事
を
承
り
ま
す

　

和
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

様
々
な
仕
事
を
承
り
ま
す
。

※
ご
依
頼
は
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
ご
依
頼
内
容
・
条
件
等
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。

※
お
引
き
受
け
し
た
仕
事
に
つ
い
て
は
、
セ

ン
タ
ー
が
責
任
を
負
い
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
み
▼

　

和
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
53
ー
8
0
5
5
）

　

山
口
県
交
通
安
全
学
習
館
で
は
、
子
ど
も

の
悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く
す
た
め
、
親
子

で
交
通
安
全
を
学
ぶ
「
交
通
安
全
・
土
曜
塾
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
多
数
の
親
子
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
土
曜
塾

へ
の
参
加
は
事
前
に
申
込
み
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

開
催
日
▼
6
月
28
日
㈯

会
場
・
申
込
み
▼
山
口
県
交
通
安
全
学
習
館

　
（
山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー
内
）

（
☎
0
8
3
ー
9
7
3
ー
1
9
0
0
）

交
通
安
全
・
土
曜
塾
の
お
知
ら
せ

和
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
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税
務
職
員
募
集

６
月
は
外
国
人
労
働
者
雇
用
月
間
で
す

受
験
資
格
▼
高
卒
見
込
み
の
者
及
び
高
卒

後
3
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

受
付
期
間
▼

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　

6
月
23
日
㈪
〜
7
月
2
日
㈬

　

郵
送
ま
た
は
持
参

　
　

6
月
23
日
㈪
〜
26
日
㈭

申
し
込
み
専
用
ア
ド
レ
ス
▼

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/juken.

htm
l

一
次
試
験
▼
9
月
7
日
㈰

問
合
せ
▼

　

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

（
☎
0
8
2
ー
2
2
1
ー
9
2
1
1
）

●
上
級
電
気
及
び
上
級
化
学

受
験
資
格
▼
昭
和
60
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
、
4
年
制
大
学
を
卒
業
又
は
平

成
27
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
人

募
集
人
数
▼
電
気
1
人
及
び
化
学
1
人

一
次
試
験
▼
7
月
27
日
㈰　

8
時
50
分
〜

場　

所
▼
岩
国
市
水
道
局

内　

容
▼
適
性
検
査
、
教
養
及
び
専
門

募
集
期
間
▼
6
月
25
日
（
必
着
）

採
用
予
定
日
▼
平
成
27
年
4
月
1
日
以
降

※
交
替
勤
務
の
可
能
性
有
り

申
込
方
法
▼
所
定
の
申
込
書
（
水
道
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）、
写

真
2
枚
（
縦
4
㎝
×
横
3
㎝
）、
卒
業
証

書
の
写
し
ま
た
は
卒
業
見
込
証
明
書
を

水
道
局
総
務
課
に
提
出
。（
郵
送
可
）

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
職
員
採
用
試
験

平
成
26
年
度
消
防
設
備
士
試
験

岩
国
市
水
道
局
職
員
募
集

平
成
26
年
度
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

問
合
せ
・
申
込
み
▼

〒
7
4
0
ー
0
0
2
2

　

岩
国
市
山
手
町
四
丁
目
4
ー
14

　
　

岩
国
市
水
道
局
総
務
課

（
☎
22
ー
3
7
1
1
）

採
用
予
定
人
員
▼
消
防
吏
員
11
名
程
度

受
験
資
格
▼

⑴
昭
和
62
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
9
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

⑵
採
用
後
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
構
成
市
町

内
（
岩
国
市
、
和
木
町
）
に
居
住
で
き
る

方
受
付
期
間
▼
7
月
1
日
㈫
〜
31
日
㈭

●
一
次
試
験

試
験
日
▼
9
月
21
日
㈰　

9
時
〜

場　

所
▼

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
講
堂

試
験
種
目
▼
一
般
教
養
（
高
等
学
校
卒
業
程

度
）、
適
性
検
査

●
二
次
試
験

試
験
種
目
▼
面
接
、
論
文
、
身
体
検
査
、
体

力
検
査

採
用
予
定
日
▼
平
成
27
年
4
月
1
日

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

（
☎
22
ー
1
3
2
0
）

試
験
の
種
類
▼

　

甲
種
（
一
定
の
資
格
が
必
要
）、
乙
種

試
験
の
日
時
▼
9
月
7
日
㈰

試
験
実
施
場
所
▼

　

下
関
市
、
山
口
市
、
周
南
市

受
付
期
間
▼

・
書
面
申
請
：
7
月
7
日
㈪
〜
18
日
㈮

・
電
子
申
請
：
7
月
4
日
㈮
〜
15
日
㈫

受
付
場
所
▼
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
出

張
所
な
ど
に
備
え
付
け
の
願
書
に
必
要
書

類
な
ど
を
添
え
て
岩
国
地
区
消
防
組
合
消

防
本
部
予
防
課
、
消
防
署
、
消
防
出
張
所

に
提
出

※
電
子
申
請
は
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
参
照　

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

（
☎
22
ー
1
3
2
0
）

受
講
対
象
者
▼

　

現
在
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る

方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
過
去
に
受
講
し
た
人

平
成
23
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
24
年
3
月

31
日
の
間
に
受
講
し
た
人

・
過
去
に
受
講
し
て
い
な
い
人

　

平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
に
危
険
物
取
扱

者
免
状
（
甲
種
、
乙
種
若
し
く
は
丙
種
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人

講
習
日
▼

⑴
給
油
取
扱
所　

8
月
26
日
㈫

⑵
一
般
事
業
所　

9
月
11
日
㈭

⑶
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
定
事
業
所

　

7
月
24
日
㈭
、
25
日
㈮
、
8
月
7
日
㈭
、

　

8
日
㈮
、
27
日
㈬
（
い
ず
れ
か
1
日
）

講
習
会
場
▼

⑴
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

⑵
三
井
化
学
㈱
岩
国
大
竹
工
場（

記
念
体
育
館
）

申
込
方
法
▼
受
講
申
請
書
に
手
数
料
（
4
，

7
0
0
円
の
山
口
県
収
入
証
紙
）
を
貼
り

付
け
の
上
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本

部
予
防
課
に
提
出

受
付
期
間
▼
講
習
日
の
4
週
間
前
ま
で

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
岩
国
地
区
消
防
組
合

消
防
本
部
（
☎
22
ー
1
3
2
0
）
に
お
尋

ね
下
さ
い
。

　

外
国
人
（
特
別
永
住
者
を
除
く
）
労
働
者

の
雇
入
れ
及
び
離
職
の
際
に
、
そ
の
氏
名
、

在
留
資
格
に
つ
い
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け

出
が
必
要
で
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
こ

の
届
出
に
基
づ
き
、
雇
用
環
境
の
改
善
に
向

け
て
、
事
業
主
の
方
へ
の
助
言
・
指
導
や
、

離
職
し
た
外
国
人
へ
の
再
就
職
支
援
を
効
果

的
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
主
の
方
が
外

国
人
雇
用
の
状
況
の
届
出
に
あ
た
り
、
在
留

資
格
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
法
就
労

の
防
止
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

労
働
関
係
法
令
及
び
社
会
保
険
関
係
法
令

は
、
国
籍
を
問
わ
ず
外
国
人
に
も
日
本
人
と

等
し
く
適
用
さ
れ
ま
す
。
外
国
人
労
働
者
が

適
切
な
労
働
条
件
及
び
安
全
衛
生
の
下
、
在

留
資
格
の
範
囲
内
で
能
力
を
発
揮
し
つ
つ
就

労
で
き
る
よ
う
雇
用
管
理
の
改
善
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
山
口
労
働
局
職
業
対
策
課

（
☎
0
8
3
ー
9
9
5
ー
0
3
8
3
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
（
☎
21
ー
3
2
1
8
）
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開　

催
▼
4
月
20
日

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

優　

勝
▼
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

5
月
5
日
に
「
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
の

協
力
の
下
、
和
木
町
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
総
勢
50
組
、
2
0
0
人
が
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

　

小
雨
が
降
る
中
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
が
、
徐
々
に
天
気
も
回
復
し
、
参
加
者

の
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
「
和
木
町
ゴ
ル
フ
大
会
」
に
は
、
町
内
外

よ
り
、
多
く
の
方
の
参
加
を
い
た
だ
き
盛
大

に
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し

ま
す
。

【
結
果
】
ハ
ー
フ
コ
ン
ペ
形
式

〈
イ
ン
〉

　

優　

勝　
　

國
光
和
雄

　

準
優
勝　
　

西
本
久
雄

　

第
3
位　
　

久
米
村
忍

〈
ア
ウ
ト
〉

　

優　

勝　
　

橋
垣
育
男

　

準
優
勝　
　

石
亀
慎
治

　

第
3
位　
　

中
津
育
男

岩
国
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
第
２
節

和
木
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
設
立

第
25
回
和
木
町
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

　

4
月
25
日
、
「
和
木
町
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
設
立
総
会
が
米
本
町

長
を
来
賓
と
し
て
迎
え
、
文
化
会
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
に
よ

り
、「
住
民
が
主
体
的
に
運
営
す
る
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
の
た
め
の
事
業
を
行
う
こ
と
を
主

た
る
目
的
と
す
る
団
体
」
と
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
小
倉
常
雄
理
事
長
（
和
木
町
体

育
協
会
会
長
）
を
は
じ
め
、
他
の
役
員
や
運

営
委
員
が
選
任
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
運
営
に
携

わ
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

小
倉
理
事
長
は
、「
設
立
趣
意
書
」
の
中

で
、「
町
内
で
活
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が

母
体
と
な
り
、
こ
の
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
、
一

人
ひ
と
り
が
明
る
く
活
き
活
き
と
暮
ら
せ
る

和
木
町
を
目
指
し
、
協
力
し
て
活
動
し
て
参

り
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協

議
会
（
三
分
一
重
厚
会
長
）
と
和
木
町
体
育

協
会
の
二
つ
の
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。
設
立
し
た
ば
か
り
で
、
す
ぐ
に
大
き
な

事
業
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、今
後
、

理
事
会
や
運
営
委
員
会
な
ど
の
会
議
を
重
ね

な
が
ら
、
こ
の
ク
ラ
ブ
の
「
多
世
代
」「
多

種
目
」「
多
志
向
」
と
い
う
特
徴
を
活
か
し
、

和
木
町
に
密
着
し
た
ク
ラ
ブ
と
な
る
よ
う
発

展
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
ク
ラ
ブ
が
、
幅
広
い
分
野
の

中
で
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

岩国写生大会展覧会第99回

日　時　６月２８日（土）～７月６日（日）
　　　　１０時～１７時
場　所　アートウィング（和木美術館）
内　容　第９９回岩国写生大会の入賞作品を展示
　　　　します。ぜひお越しください！
料　金　入館無料
問合せ　和木町教育委員会（☎５３－３１２３）

絵画作品展第16回

日　時　６月６日（金）～８日（日）
　　　　１０時～１７時（８日は１０時～１６時）
場　所　アートウィング（和木美術館）
内　容　和木絵画クラブによる絵画作品展を行い
　　　　ます。ぜひお越しください！
料　金　入館無料
問合せ　和木町文化協会（☎５２－２１９１）
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平成27年成人式実行委員募集！
自分たちの成人式を、自分たちでつくりあげてみませんか。
＜対　象＞
平成６年４月２日から、平成７年４月１日までに生まれ
た方で、和木町在住または和木中学校を卒業された方
＜仕事内容＞
　成人式の企画・運営
　アトラクションの企画・運営
＜成人式日時＞　～予定～
平成２７年１月１１日（日）
　受　付：１０時３０分～
　式　典：１１時～１１時３０分
　アトラクション：１２時～１３時
＜応募・お問い合わせ＞
　和木町教育委員会（☎５３―３１２３）

ミニコンサートしませんか
　アートウィングをコンサートスペースとして
ご利用ください。楽器演奏、コーラス、グループ
でも、ソロでも。気軽にミニコンサートを開いて
みませんか？
場　所　アートウィング（和木美術館）
利用料　無料
利用日時　７月 18日㈮　19時～
　　　　　９月 19日㈮　19時～
　　　　　　共に約１時間
応募期間　６月２日㈪～ 30日㈪　先着順
申込・問合先　和木町教育委員会（☎53－3123）

第30回カラオケ発表会第30回カラオケ発表会

教科書展示会の開催
　教科書展示会は、昭和２３年の検定教科書制度の
実施に伴い、教科書の適正な採択に役立たせるため、
また、教育関係者の教科書研究の便宜と教科書見本
の効率的運用を図るために「教科書の発行に関する
臨時措置法」（発行法）により設けられた制度です。
  平成２７年度から使用する小学校用教科書及び中
学校高学年用の教科書見本等を展示し、広く多くの
方々に閲覧していただくために開催します。
開催期間　６月３日㈫～７月２８日㈪
開催場所　和木町立和木図書館

　ラフターヨガ・ティーチャーの田渕先生をお迎
えし、認知症を発症させないために日常的に家で
できることを学びます。笑ったり、体を動かした
りして、脳と体を元気にしましょう！
日　時　６月２６日㈭　１３時３０分～１５時
場　所　総合コミュニティセンター　３階集会室
内　容　笑いヨガの体験
講　師　ラフターヨガ・ティーチャー
　　　　田渕佳恵
申込み　不要（どなたでも参加いただけます）
参加料　無料
※動きやすい服装で、汗拭きタオル・飲み物をご
持参ください。
問合せ　
地域包括支援センター（☎５２－２１９６）
総合コミュニティセンター
　　　　　　　　　　　　（☎５２－２１９１）
※駐車場はご用意できません。

日　時　６月 15 日㈰　12 時～
会　場　文化会館
入場料　無料
特別ゲスト　菅源流三代目家元　菅源左翔
問合せ　和木町文化協会（☎５２－２１９１）

認知症予防講座

動いて！笑って！脳を活性！
～笑いヨガを体験しよう～

福祉まつり
日　時　６月７日㈯　１０時～
場　所　総合コミュニティセンター
　　　　総合福祉会館
内　容　表彰行事・講演（来場者に粗品あり）
　　　　ボランティア活動展示
　　　　幼児・児童絵画展
　　　　イクメン・イクジイ写真展
　　　　各種販売コーナー（１０時～）
　　　　福祉バザー（１２時３０分～）
無料送迎バス

帰りはコミュニティセンター１４：００発です

関ヶ浜高崎前
関ヶ浜１丁目集会所
宗永寺
せきや商店
コミュニティセンター

旭ヶ丘入口
瀬田分館
拓和土木
コミュニティセンター

８：５０
８：５３
８：５５
９：００
９：１０

９：２０
９：２３
９：２５
９：３０
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和

木

短

歌

会

和
木
俳
句
教
室
句
会

芝
桜
ア
ー
ト
ウ
ィ
ン
グ
前
庭
を

　
　

ピ
ン
ク
に
染
め
て
春
は
た
け
な
わ

気
ま
ぐ
れ
に
狭
庭
に
い
で
て
草
ぬ
き
す

　
　

腰
の
痛
さ
に
し
ば
し
た
た
ず
む

さ
く
ら
ば
な
白
く
つ
づ
け
る
土
手
の
道

　
　

光
を
ひ
き
て
花
の
散
り
ゆ
く

八
人
が
桜
吹
雪
ほ
ど
笑
い
こ
け

　
　

桜
の
残
骸
シ
ー
ト
に
集
め
る

菜
の
花
が
な
だ
り
一
面
埋
め
つ
く
し

　
　

海
に
向
か
ひ
て
両
手
広
げ
る

も
み
じ
葉
の
み
ど
り
し
た
た
る
三
滝
寺
の

　
　

し
じ
ま
ひ
と
と
き
鐘
の
音
ひ
び
く

向
田
登
美
子

正
中
ツ
ヤ
子

森
本　

初
子

横
川
美
代
子

灰
岡　

裕
美

藤
上　

紀
子

県
境
を
つ
な
ぐ
大
橋
鯉
の
ぼ
り

火
縄
銃
か
ま
へ
る
女
春
祭

十
薬
の
白
さ
華
や
ぐ
夕
ま
ぐ
れ

水
無
月
や
澄
み
し
空
へ
万
華
鏡

県
境
を
音
た
て
な
び
く
鯉
幟
り

梵
鐘
や
煙
る
春
霖
散
歩
み
ち

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

ア
ダ
ル
ト
情
報
サ
イ
ト
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
は
、
若
者
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
に
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な

い
た
め
に
は
、
興
味
本
位
で
怪
し
げ

な
サ
イ
ト
や
信
頼
性
が
不
明
な
サ
イ

ト
な
ど
に
安
易
に
接
続
し
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。
も
し
、
接
続
し
て
し

ま
っ
て
も
、
そ
れ
以
上
入
り
込
ま
な

い
よ
う
サ
イ
ト
や
ブ
ラ
ウ
ザ
を
閉
じ

る
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
そ
う
な

サ
イ
ト
と
の
関
わ
り
を
即
座
に
絶
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
請
求
画
面
が
表
示
さ
れ
、

慌
て
て
業
者
に
連
絡
を
と
っ
て
し
ま

う
と
、
か
え
っ
て
相
手
に
電
話
番
号

や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
の
個
人
情

報
を
知
ら
れ
て
し
ま
い
、
さ
ら
に
執

拗
な
請
求
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
絶
対
に
こ
ち
ら
か
ら
連

絡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

【
相
談
】

　

実
家
の
父
が
パ
ソ
コ
ン
で
調
べ
物

を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
意
図
せ
ず
ア

ダ
ル
ト
情
報
サ
イ
ト
に
つ
な
が
り
、

登
録
料
の
請
求
画
面
が
表
示
さ
れ
た

と
い
う
が
、
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
か
。

【
処
理
】

　

契
約
す
る
つ
も
り
も
な
く
、
勝
手

に
登
録
さ
れ
た
場
合
は
、
契
約
が
成

立
し
て
い
な
い
こ
と
を
説
明
し
、
た

と
え
請
求
画
面
が
表
示
さ
れ
て
も
、

支
払
う
必
要
は
な
い
と
助
言
し
た
。

今月の納税

問合せ ▼税務課（

１期分

６月分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

町県民税

町営住宅使用料

（
5
月
句
会
）

掲
載
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す

　

広
報
わ
き
や
ア
イ
・
キ
ャ
ン
和
木
チ
ャ

ン
ネ
ル
文
字
放
送
に
掲
載
し
た
写
真
を

無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。ご
希
望
の
人

（
写
真
に
写
っ
て
い
る
本
人
ま
た
は
そ
の

ご
家
族
）は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課（☎

52
ー
2
1
3
6
）

　

ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障

害
を
持
っ
た
人
の
社
会
的
な
活
動
や
経

済
的
な
自
立
を
促
し
、
障
害
者
の
社
会

参
加
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す
。

■
手
づ
く
り
焼
き
た
て
パ
ン
の
販
売

日
　
時
▼
6
月
11
日
㈬
15
時
〜
15
時
30
分

場
　
所
▼
総
合
福
祉
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

ざ
ん
が
い

さ
に
わ

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 107

高齢者へのアダルトサイト
架空請求について

　町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。
※納期限は６月３０日㈪です。

問
合
せ
▼

●
企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

●
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）
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　廃棄物の不法投棄は、依然として町内各地で発生しています。ポイ捨てなどの
小さな不法投棄が積み重なると、回復が困難な状況に発展する場合もあります。
　不法投棄をさせないきれいな町づくりに、皆さまのご協力をお願いします。
　また、不法投棄の情報提供は、住民サービス課（☎５２－２１９４）までお願い
いたします。

　７月から「ごみ出し日」と「ごみの分別方法」を簡単に確認できる、スマートフォン専用のアプリケー
ションの提供を開始します。アプリは一度ダウンロードすれば端末本体に保存されるので、ダウンロー
ド時以外、通信費はかかりません。
　ダウンロード方法は広報わき７月号でお知らせします。
問合せ　住民サービス課　（☎５２－２１９４）

　第２次和木町地球温暖化対策実行計画では、平成２４年度から平成２８年度の間、平成２２年度を基準年度
として最終年度の平成２８年度に二酸化炭素排出量を６％削減することを目標としていましたが、平成２３年
度は１０．３％、平成２４年度においては１１．２％、平成２５年度においては８．８％削減されました。
　これは冷暖房機の温度設定の徹底や節電などによる電気使用量の削減が主な要因として挙げられます。今後
も、全職員が様々な取り組みにより地球温暖化対策の推進を図ります。

■実行計画対象施設　役場庁舎、文化会館、総合コミュニティセンター、体育センター、美術館、
　　　　　　　　　　学校給食センター、幼稚園、保育所、小学校、中学校
■二酸化炭素排出比率
　　　電気７９．０％、灯油１４．０％、LPガス３．１％、ガソリン２．６％、軽油１．３％

～地球温暖化対策～～地球温暖化対策～
（平成２２年度比較）

   
 
 
 
 

 
 
 

kg
kg
kg CO

CO
CO

kg
kg
kg
kg CO

CO
CO
CO
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ス
テ
ー
ジ
の
締
め
く
く
り
は
、
お
楽
し
み

抽
選
会
。
ス
テ
ー
ジ
上
に
は
、
キ
ッ
チ
ン
家

電
を
は
じ
め
ビ
ー
ル
や
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
、
お
米
な
ど
の
賞
品
が
並
べ
ら
れ
、
小
林

実
行
委
員
長
、
米
本
町
長
、
松
田
商
工
会
青

年
部
長
に
よ
り
抽
選
が
行
わ
れ
た
。
当
選
者

が
発
表
さ
れ
る
た
び
に
大
き
な
歓
声
と
た
め

息
が
上
が
り
会
場
が
ど
よ
め
い
た
。

　

最
後
は
、
商
工
会
か
ら
お
礼
の
あ
い
さ
つ

で
締
め
く
く
り
、
大
成
功
に
終
わ
っ
た
。

　

な
お
、
こ
の
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
に
は
、Ｊ

Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
麻
里
布

製
油
所
、
三
井
化
学
株
式
会
社
岩
国
大
竹
工

場
、
日
本
製
紙
株
式
会
社
、
山
口
東
農
業
協

同
組
合
和
木
支
所
、
和
木
郵
便
局
か
ら
特
別

協
賛
を
い
た
だ
き
、
イ
ベ
ン
ト
を
一
層
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

謎解きスタンプラリー

　

5
月
25
日
、
蜂
ヶ
峯
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
4
実
行
委
員
会
主
催
の
ロ
ー
ズ
フ
ェ

ス
タ
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
が
多
数
行
わ
れ
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
小
林
実
行
委
員
長
、
米

本
町
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
そ
の
後
、
各
会
場

で
の
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
っ
た
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、「
謎
解
き

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」。
参
加
者
は
豪
華
賞
品

を
目
指
し
、
公
園
内
に
設
け
ら
れ
た
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
を
探
し
歩
き
回
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
広
場
の
ふ
れ
あ
い
動
物

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
可
愛
い
子

犬
や
ウ
サ
ギ
、
ヤ
ギ
、
ヒ
ツ
ジ
な
ど
と
遊
ん

だ
り
、
30
㎏
の
陸
ガ
メ
に
の
っ
て
記
念
撮
影

を
し
て
い
た

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
先

立
っ
て
行
わ
れ
た
四
境
太
鼓
の
演
奏
を
は
じ

め
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
や
フ
ォ
ル

ク
ロ
ー
レ
の
演
奏
な
ど
、
力
強
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
次
々
と
披
露
さ
れ
た
。
そ
の
他
に

も
、
様
々
な
ダ
ン
ス
や
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
な
ど

が
会
場
を
沸
か
せ
た
。

　

メ
イ
ン
道
路
に
設
け
ら
れ
た
歩
行
者
天
国

に
は
約
40
店
舗
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
立

ち
並
び
、
多
く
の
人
が
絶
え
ず
行
き
交
っ
て

い
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、
恒
例
と
な
っ
た

「
ロ
ッ
ク
in
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
」
が
開
催
さ
れ
、
集

ま
っ
た
7
バ
ン
ド
が
迫
力
あ
る
サ
ウ
ン
ド
を

響
か
せ
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
弓
道
場
で
の
的
当
て
ゲ
ー

ム
、
古
民
家
で
の
お
茶
会
、
バ
ラ
園
で
の
バ

ラ
の
苗
販
売
な
ど
、
多
数
の
催
し
が
行
わ

れ
た
。
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フォルクローレ演奏 四境太鼓

ヴァイオリンコンサート和木中学校吹奏楽部 OB 演奏

お楽しみ抽選会ジャグラーあきひろ ふれあい動物コーナー

フリーマーケットロック in ROSE

各種イベント
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25

46
94

145
145

203
255

154
168

224
203

245
202
194
194
184

163
165

207

3 4
23

66
95

163
163

205
192

217
210

158
169

228
209

195
179

135
149
156

181
183

男　3,224人
（＋21）

女　3,280人
（＋7）

平成26年5月1日現在
総人口　6,504人

世帯数　2,787世帯

和木町の面積　10.56km
（　）内は前月比

（＋28）

（＋23）

100 200100200 00

●
募
集
職
種

　

事
務
職　
　
　
　
　
　
　

若
干
名

　

技
術
職
（
土
木
）　　
　
　

若
干
名

　

保
健
師　
　
　
　
　
　
　

若
干
名

　

保
育
士
（
幼
稚
園
教
諭
）　

若
干
名

●
受
験
資
格

事
務
職

　

昭
和
61
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等
学
校
以

上
の
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
27
年
3
月
卒
業
見
込

み
の
方
。

技
術
職
（
土
木
）

　

昭
和
54
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
土
木
関
係
の

専
門
学
科
（
高
等
学
校
以
上
）
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成

27
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
方
。

保
健
師

　

昭
和
61
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
健
師
資
格

を
取
得
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
平
成
27
年
3
月
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
方
。

保
育
士
（
幼
稚
園
教
諭
）

　

昭
和
61
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
育
士
資
格

及
び
幼
稚
園
教
諭
二
種
以
上
の
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方
、
ま

た
は
平
成
27
年
3
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方
。

第
１
次
試
験
▼
9
月
21
日
㈰

受
付
期
間
▼
7
月
1
日
㈫
〜
8
月
15
日
㈮8

時
30
分
〜
17
時
15
分

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合
、
締
切
日
必
着
と
し
ま
す
。

採
用
予
定
日
▼
平
成
27
年
4
月
1
日

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6　

内
線
3
0
6
）

※
和
木
町
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
は
企
画
総
務
課
（
役
場

2
階
）
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.tow

n.w
aki.lg.jp

町
職
員
を
募
集
し
ま
す

勤務場所　わきっこクラブ（和木小学校敷地内）
勤務内容　子どもの保育
勤務期間　随時要請に応じて出勤できる方
　　　　　長期休業中（夏休み期間等）
勤務時間　平日：４時間程度
　　　　　長期休業期間：８時間程度
交通費等手当　なし
賃 　 金　９００円／時間（保育士等資格所有者）
　　　　　８５０円／時間（資格のない方）
応募方法　履歴書（市販用紙、写真添付）を住民
サービス課に提出。
※有資格者はその免状等の写しを添付。
問 合 せ　住民サービス課（☎５２－２１９４）

　和木町議会では町民の皆さまの様々な意見を聴取し、
議会活動への理解を得るため、『議会まちづくり懇談会』
を次の日程で開催します。懇談会では議会活動を報告
し、また町政全般の問題について皆さまと議員で意見
交換を行います。

※参加者の皆さまからのご質問・ご意見を受けながら
の懇談会です。
　皆さまのご来場を心よりお待ちしております。
問合せ　和木町議会事務局（☎５２－２１３７）

６月 23日㈪
６月 24日㈫
６月 26日㈭
６月 27日㈮

19時～
19時～
19時～
19時～

公民館関ヶ浜分館
公民館瀬田分館
和木３丁目第１集会所
和木５丁目集会所

開 催 日 時  間 場　　所

わきっこクラブ (放課後児童クラブ )

登録指導員募集
議会まちづくり懇談会の開催


	hyoshi
	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	ura

